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七
月
九
日（
土
）、
川
並
香
順

記
念
講
堂
に
て
、
聖
徳
大
学
看

護
学
部
生
に
よ
る「
第
一
回
ナ
ー

ス
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
認
証
式

～
看
護
師
に
な
る
た
め
の
決
意

式
～
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
は
、
病
院
と
い
う

非
日
常
性
の
な
か
で
、
病
気
や

障
が
い
な
ど
の
苦
し
み
、
死
へ

の
恐
怖
を
抱
く
人
々
の
前
に
立

た
ね
ば
な
ら
な
い
実
習
に
秋
学

期
か
ら
臨
む
に
あ
た
り
、
医
療

に
携
わ
る
人
間
と
し
て
の
責
任

感
や
使
命
感
を
自
覚
・
決
意
し
、

看
護
の
心
を
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。キ
ャ
ン
ド
ル
は
近

代
看
護
教
育
の
母
と
し
て
知
ら

れ
る
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
の
心
を
、
認

証
バ
ッ
ジ
は
看
護
学
生
と
し
て

の
責
任
と
誇
り
を
象
徴
し

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
開
会
の
辞
、
学

園
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
た
後
、

壇
上
で
水
戸
美
津
子
看
護

学
部
長
か
ら
認
証
バ
ッ
ジ

が
授
与
さ
れ
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が

流
れ
る
な
か
キ
ャ
ン
ド
ル

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
学

生
た
ち
に
よ
る「
誓
い
の

言
葉
」が
読
み
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
長
・

副
学
長
・
学
部
長
、
そ
し

て
来
賓
を
代
表
し
て
、
本

学
の
客
員
教
授
で
も
あ
る

新
東
京
病
院
長
の
中
村
淳

先
生
の
四
人
か
ら
激
励
の

言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
キ
ャ
ン
ド
ル
の

灯
り
の
中
で
し
っ
か
り
と
看
護

の
心
を
自
覚
し
、
こ
れ
か
ら
の

実
習
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

親子揃って 「せいとくっ子」

　

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚

園
が
今
年
で
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
、六
月
十
一

日（
土
）、
多
く
の
来
賓
の

方
々
に
ご
列
席
い
た
だ
き
、

記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。当
日
は
梅
雨
の

合
間
の
聖
徳
晴
れ
。
お

天
道
様
か
ら
の
祝
福
も

受
け
、
玄
関
に
飾
ら
れ

た
川
並
知
子
総
園
長
手

作
り
の「
く
す
玉
」が
皆

様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、和
や
か
な
雰

囲
気
の
な
か
で
進
行
。来

賓
の
皆
様
か
ら
は
心
温

ま
る
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
五
十
年
を
振
り

返
る
総
園
長
の
挨
拶
で
は
、

松
戸
の
地
に
移
転
し
た

当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、

「
何
も
な
い
状
況
の
中
か

ら
創
り
出
す
」オ
リ
ジ
ナ

ル
で
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ

た
本
園
の
教
育
の
原
点

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
一
年
四
月
に
開
園

さ
れ
た
附
属
幼
稚
園
。
五
十
年

の
歴
史
の
中
で
、卒
園
生
は
六
千 

七
百
十
七
名
、
親
子
二
代
に
わ

た
る
在
園
生
・
卒
園
生
は
二
百

組
と
な
り
ま
し
た
。
父
親
・
母
親

と
な
っ
た
卒
園
生
の
思
い
出
は
、

園
舎
や
遊
具
、
一
緒
に
過
ご
し

た
友
達
、
発
表
会
な
ど
、
今
も

記
憶
と
し
て
鮮
明
に
残
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

附
属
幼
稚
園
に
は
、
建
学
の

精
神「
和
」の
も
と
、「
い
つ
も
に

こ
に
こ
元
気
な
子
ど
も
」を
育

て
る
と
い
う
、
五
十
年
変
わ
ら

ず
に
続
い
て
き
た
伝
統
が
あ
り

ま
す
。
創
立
者
か
ら
総
園
長
へ

受
け
継
が
れ
た
附
属
幼
稚
園
は
、

時
代
の
流
れ
と
共
に
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
聖
徳

学
園
の
良
き
伝
統
を
守
り
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願

い
、
よ
り
一
層
社
会
に
評
価
さ

れ
る
幼
児
教
育
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

第
一
回 

ナ
ー
ス・ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
認
証
式

～
看
護
師
に
な
る
た
め
の
決
意
式
～ 

を
挙
行

　

七
月
三
日（
日
）、
松
戸
中
央

公
園
で「
ア
ー
ト
パ
ー
ク
９
〜
に

ち
よ
う
び
の
野
望
〜
」（
主
催
／

聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所
、
聖

徳
大
学
生
涯
学
習
研
究
所
）を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
九
回

目
と
な
る
ア
ー
ト
パ
ー
ク
は
過

去
最
高
の
千
八
百
七
十
四
名
の

親
子
が
集
ま
り
、
学
生
と
ア
ー

ト
な
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ア
ー
ト
パ
ー
ク
で
は
、
大
学

と
地
域
が
連
携
し
、
公
園
の
新

た
な
活
用
法
や
、
外
遊
び
の
重

要
性
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
千

葉
大
学
園
芸
学
部
の
木
下
研
究

室
や
、
初
参
加
のPA

RA
D

ISE 
A

IR

、
市
内
の
中
学
校
六
校
の

美
術
部
か
ら
中
学
生
と
顧
問

の
先
生
も
参
加
し
ま
し
た
。留

学
生
や
海
外
か
ら
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
も
交
え
た
今
回
は
、
よ
り

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
展
開
に
な

り
、
中
学
生
が
参
加
し
た
こ
と

で
、
年
齢
層
に
広
が
り
も
出
ま

し
た
。
本
学
の
児
童
学
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
地
域
団
体
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
良
い
意
味

で
化
学
変
化
を
起
こ
し
、
刺

激
し
合
え
る
活
動
に
発
展
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
同
様
、
十
四

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
公
園
各

所
で
行
わ
れ
、
児
童
学
科
の
ゼ

ミ
や
保
育
科
の
有
志
、
美
術
部

と
い
っ
た
学
内
グ
ル
ー
プ
と
、

地
域
団
体（
保
育
園
き
ぼ
う
の

た
か
ら
・
つ
ば
さ
、
ま
つ
ど
工
房
、

じ
ゅ
ん
び
し
つ
、ハ
ー
モ
ニ
ー
、

ま
ち
づ
く
り
会
議
等
）が
一
部

チ
ー
ム
と
な
り
、
企
画
・
運
営

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

の
経
験
者
で
あ
る
四
年
生
と
児

童
文
化
コ
ー
ス
の
一
年
生
が

「
お
た
す
け
隊
」と
な
り
、
全
体

の
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
段

ボ
ー
ル
で
作
っ
た
長
さ
十
メ
ー

ト
ル
の
船「
出
航
！
あ
つ
ま
る

丸
」
に
ペ
イ
ン
ト
を
し
た
り
、

「
こ
う
え
ん
の
ま
ち
」と
題
し
て

空
き
箱
で
松
戸
の
町
を
再
現
し

ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ

事
業
の
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
、

ふ
る
さ
と
ソ
ン
グ「
ま
つ
ど
で
か

く
れ
ん
ぼ
」も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

聖徳大学附属幼稚園が創立50周年記念式典を挙行

 「出航！あつまる丸」 （児童学部大成ゼミ）

ア
ー
ト
パ
ー
ク
９

～
に
ち
よ
う
び
の
野
望
～
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六
月
二
十
一
日（
火
）、
松
戸

警
察
署
か
ら
講
師
を
招
き
、
教

養
科
目
の
特
別
講
座
「
性
に
つ
い

て
学
び
、考
え
、話
し
合
お
う
！
」

を
開
講
し
ま
し
た
。

　

本
講
座
は
、
学
生
が「
痴
漢

被
害
、
性
犯
罪
」に
関
す
る
知

識
を
学
び
、
自
分
が
犯
罪
被
害

者
と
な
ら
な
い
た
め
の
方
策
を

考
え
る
機
会
と
し
て
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
約
百
五
十
名
が
受

講
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
松
戸
警
察
署
生
活
安

全
課
の
上
田
泰
久
課
長
よ
り
、

千
葉
県
お
よ
び
松
戸
市
の
性
犯

罪（
強
制
わ
い
せ
つ
、
暴
行
、
痴

漢
、
声
か
け
、
つ
き
ま
と
い
、
盗

撮
な
ど
）の
各
発
生
件
数
、
多
い

時
間
帯
や
曜
日
、
被
害
の
多
い

年
齢
層
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
上
田
課
長

は「
こ
れ
か
ら
心
も
体
も
開
放

的
な
季
節
に
な
る
の
で
、
自
主

防
犯
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
」

と
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
千
葉
県
警
生
活
安

全
部
子
供
女
性
安
全
対
策
課
の

永
田
裕
子
警
部
補
か
ら
、
同
課

を
中
心
と
す
る
女
性
警
察
官
に

よ
る
、
女
性
の
防
犯
意
識
を
高

め
て
性
犯
罪
な
ど
を
防
ご
う
と

結
成
さ
れ
た
、よ
く
し
隊
レ
デ
ィ

「
あ
お
ぼ
ー
し
」の
紹
介
と
解
説

が
行
わ
れ
ま
し
た
。【
あ
】歩
き

ス
マ
ホ
は
や
め
る
、【
お
】大
声

を
出
す
、遅
く
な
っ
た
ら
迎
え
や

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
、【
ぼ
】防

犯
グ
ッ
ズ
を
活
用
す
る
、【
ー
】

エ
ス
カ
レ「
ー
」タ
ー
、エ
レ
ベ

「
ー
」タ
ー
で
は
周
囲
を
警
戒
す

る
、【
し
】下
着
は
室
内
に
干
す
、

と
女
性
の
た
め
の
防
犯
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ

レ
ン
ス
）や
ス
ト
ー
カ
ー
対
策
に

つ
い
て
、
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
ら
な
い
た
め
の
知
識
を

学
ぶ
ア
ニ
メ
を
視
聴
し
ま
し
た
。 　

最
後
は
、
千
葉
県
警
の
柔
道

の
達
人
、
阿
達
氏
と
高
橋
氏
か

ら
護
身
術
を
学
び
、
加
害
者
に

拘
束
さ
れ
た
時
の
離
脱
方
法
な

ど
を
学
生
同
士
で
実
際
に
体
験

し
ま
し
た
。

松
戸
警
察
署
に
よ
る
特
別
講
座
を
開
講

～
犯
罪
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
～

　

四
月
二
十
五
日（
月
）、
上
野

の
東
京
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に

て
、一
般
社
団
法
人
日
本
ピ
ア
ノ

調
律
師
協
会
主
催「
第
十
七
回

新
人
演
奏
会
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
音
楽
大
学
の
卒
業
生
・

大
学
院
生
が
出
演
者
と
し
て
名

を
連
ね
る
中
、
本
学
か
ら
は
こ

の
春
、
音
楽
学
部
音
楽
総
合
学

科
音
楽
教
員
養
成
コ
ー
ス
を
卒

業
し
た
岩
佐
朋
美
さ
ん
が
出
演

し
ま
し
た
。

　

曲
目
は
、『
Ｒ
・
シ
ュ
ー
マ
ン

作
曲
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ 
第
三
番 

ヘ
短
調 O

p.14 

第
一
楽
章
』。

こ
の
曲
は
一
八
三
五
年
に
作
曲

さ
れ
、
音
階
の
下
降
音
型
と
付

点
リ
ズ
ム
を
特
徴
と
す
る
技
巧

的
で
華
や
か
な
曲
で
す
。

　

六
月
十
九
日（
日
）、
十
校
の

大
学
が
参
加
す
る
「
音
楽
大

学
・
音
楽
学
部
体
験
フ
ェ
ア

二
〇
一
六
」
が
浜
離
宮
朝
日

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
本
学

音
楽
学
部
も「
聖
徳
ブ
ラ
ン
ド

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
～
音
楽
力

が
人
間
力
に
な
る
～
」と
い
う

　

本
学
大
学
院
音
楽
文
化
研
究

科
博
士
前
期
課
程
を
平
成
二
十

年
三
月
に
修
了
し
た
齋さ

い

藤と
う

青せ
い

麗ら

さ
ん
が
、
第
十
九
回
日
仏
声
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
栄
え
あ
る
第
一

位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

隔
年
で
行
わ
れ
る

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

優
れ
た
新
人
演
奏
家

を
奨
励
す
る
貴
重
な

機
会
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
課
題
曲

は
日
本
歌
曲
と
フ
ラ

ン
ス
歌
曲
に
絞
ら
れ

て
い
る
た
め
、
オ
ペ

ラ
の
ア
リ
ア
を
競
う

コ
ン
ク
ー
ル
と
は
ひ

と
味
違
い
、
歌
詞
の

発
音
発
声
法
、
詩
の

解
釈
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

淡
い
レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー
の
ド

レ
ス
で
登
場
し
た
彼
女
が
ピ
ア

ノ
の
前
で
呼
吸
を
整
え
、
聴
衆

の
期
待
が
最
大
に
高
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
、
白
く
長
い
腕
が
波
打

ち
ま
し
た
。
繰
り
出

さ
れ
る
音
楽
に
弾
き

始
め
た
瞬
間
か
ら
ぐ

い
ぐ
い
と
引
き
込
ま

れ
ま
れ
、
気
が
つ
け

ば
会
場
の
空
気
が
一

変
し
、
観
客
が
ピ
ア

ニ
ス
ト
に
集
中
し
て

聴
い
て
い
る
の
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

時
に
は
穏
や
か
に
、

時
に
は
激
し
く
奏
で

ら
れ
る
華
や
か
な
演

奏
は
、ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。
最
後
は
見
事

な
フ
ィ
ナ
ー
レ
。
多
く
が
音
楽

大
学
の
ピ
ア
ノ
コ
ー
ス
出
演
者

と
い
う
中
で
、
そ
れ
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
演
奏

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

岩
佐
さ
ん
は
四
月
か
ら
小
学

校
で
教
員
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
新
人
演
奏
会
の
出
演
を
引

き
受
け
た
時
に
は
、
仕
事
と
の

両
立
に
と
て
も
不
安
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
こ
の
た
び
大
成

功
を
収
め
、「
仕
事
と
両
立
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ピ
ア
ノ
を

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

タ
イ
ト
ル
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

演
奏
学
科
の
宮
本
益
光
先
生

が
、
森
島
英
子
先
生
の
ピ
ア
ノ

に
の
せ
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ

ペ
ラ《
魔
笛
》の
パ
パ
ゲ
ー
ノ

の
姿
で「
お
い
ら
は
鳥
刺
し
」を

歌
い
な
が
ら
客
席
か
ら
登
場
。

声
楽
・
オ
ペ
ラ
コ
ー
ス
四
年
生

の
佐
々
木
美
月
さ
ん
が
パ
パ

ゲ
ー
ノ
の
役
で
加
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
音
楽
学
部
な

ら
ど
の
コ
ー
ス
で
も
普
段
か
ら

繰
り
広
げ
ら
れ
る
風
景
を
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
と
教

員
が
ご
く
近
い
距
離
で
音
楽
を

作
り
上
げ
、
人
間
関
係
に
も
活

か
せ
る「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」を
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
を
、
来
場

者
に
お
伝
え
で
き
ま
し
た
。

　

音
楽
総
合
学
科
の
山
本
ま
り

子
先
生
に
よ
る
演
奏
者
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
あ
と
、オ
ペ
ラ

《
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
》の
二

重
唱
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
は
山
本
先
生
に
よ
る
コ
ー
ス

説
明
。ロ
ビ
ー
に
は
相
談
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
来
場
者
が

本
学
の
相
談
員
に
熱
心
に
質

問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
本
学
の
特
長
を
ご
紹
介
で

き
た
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

な
ど
の
十
分
な
研
究
と
繊
細
な

表
現
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

大
学
院
在
学
当
時
か
ら
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
き
た
齋
藤

さ
ん
。
厳
し
い
一
次
・
二
次
予

選
を
勝
ち
抜
き
、
本
選
の
演
奏

で
見
事
に
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
後
輩
た
ち
に
も
大
き
な
励

み
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

● 

齋
藤
さ
ん
の
喜
び
の
声

「
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い
歌

の
世
界
で
す
が
、
自
分
を
信
じ

て
少
し
ず
つ
勉
強
を
続
け
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、

一
つ
ず
つ
精
進
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
」

　

五
月
二
十
五
日（
水
）、
中
国

の
北
京
市
養
老
服
務
職
業
技
能

培
訓
学
校
の
視
察
団
六
名
が
本

学
に
来
校
さ
れ
、
福
祉
・
看
護

の
学
習
に
関
す
る
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
最
初
に
介
護
実
習
室

へ
向
か
い
、
高
尾
公
矢
心
理
・

福
祉
学
部
長
、
同
社
会
福
祉
学

科
の
赤
羽
克
子
教
授
、
佐
藤
可

奈
講
師
の
案
内
の
も
と
、
見
学

を
行
い
ま
し
た
。赤
羽
教
授

が
、
実
習
用
の
介
護
ベ
ッ
ド

や
、
被
介
護
者
の
た
め
各

種
の
工
夫
が
施
さ
れ
た
車

椅
子
な
ど
、
設
備
や
機
材

等
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
臨
床
実
習
室

を
見
学
。
看
護
学
科
の
長
井

栄
子
准
教
授
が
、
日
本
の

一
般
的
な
住
宅
の
居
住
空

間
に
見
立
て
た
設
備
と
そ

の
実
習
方
法
な
ど
を
解
説

し
な
が
ら
案
内
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
聖
徳
大
学
博
物
館
、

建
学
記
念
館
な
ど
も
見
学
し
、

視
察
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

見
学
さ
れ
た
先
生
方
は
案
内

に
興
味
深
く
聞
き
入
り
、「
こ
れ

は
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
？
」

「
こ
の
よ
う
な
実
習
機
材
を
本

校
で
も
取
り
入
れ
た
い
」
等
、

活
発
な
質
疑
応
答
、
意
見
交
換

を
行
い
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

岩佐朋美さん

北
京
市
の
介
護
福
祉
職
養
成
学
校
が

大
学
を

視
察

「
音
楽
大
学
・

音
楽
学
部
体
験
フ
ェ
ア
二
〇
一
六
」で

音
楽
学
部
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

一
般
社
団
法
人
日
本
ピ
ア
ノ
調
律
師
協
会
主
催

第
十
七
回 

新
人
演
奏
会

聖
徳
大
学
大
学
院
修
了
の
齋
藤
青
麗
さ
ん
が

日
仏
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

第
一
位

機材を用いた視察の様子

左から、森島英子先生、 佐々木美月さん、
宮本益光先生、 山本まり子先生

♪ ♬ ♪

♪ ♬ ♪

♪ ♬ ♪

♪ ♬ ♪

♪ ♬ ♪

♪ ♬ ♪

齋藤青麗さん（左）とピアノの谷合千文さん（右）

護身術の実演
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聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

SEITO
K

U
 Academ

ic LiteracyⅡ

「

」を
開
催

　

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、
五
月
十
六
日

（
月
）か
ら
五
月
二
十
八
日（
土
）

に
か
け
て
、「SEITOKU A

ca-
dem

ic Literacy II 

フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

第
一
章 

１ 

全
体
・
部
分
の
関
係
を
数
で
表

す
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、計
五
回
の
セ
ミ
ナ
ー

に
、
三
十
三
名
の
大
学
・
短
大

一
年
生
が
参
加
。
聖
徳
教
育
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
全
学
必

修
科
目「SEITOKU A

cadem
ic 

Literacy II

」は
、
身
近
に
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、

数
値
に
基
づ
い
て
分
析
・
把
握

し
、
論
理
的
に
解
決
す
る
力
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
通
常
授

業
に
加
え
て
さ
ら
に
学
び
た
い

学
生
の
た
め
に
、
少
人
数
で
の

演
習
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
教

え
あ
い
を
中
心
と
し
た
形
式
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
一
人
ひ
と
り
が
知

り
た
い
こ
と
・
分
か
ら
な
い

こ
と
を
自
由
に
発
言
し
、

皆
で
考
え
、
教
え
あ
う
。
少

人
数
な
が
ら
賑
や
か
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
実

施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

れ
ば
、
満
足
度
は
五
点
満

点
中
平
均
四
点
以
上
と
高

く
、
多
く
の
学
生
か
ら「
受

け
て
よ
か
っ
た
」「
も
っ
と

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
ほ

し
い
」と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ

か
け
に
、
定
期
的
に
学
習
す
る

習
慣
が
つ
き
、
日
常
的
に
聖
徳

ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

に
来
室
す
る
よ
う
に
な
っ
た
学

生
も
い
ま
す
。

　
「
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、
面
白

さ
が
わ
か
る
。
も
っ
と
学
ぶ
気

持
ち
が
湧
く
」そ
ん
な
サ
イ
ク

ル
を
、
こ
れ
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

自由に発言し合うディスカッション

●
取
引
業
者
関
係

四
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
創
美
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

　
代
表
取
締
役

　
山
形

　
晴
樹

　
様

�

（
四
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

花
喜
園

　
代
表

　
花
木

　
常
明

　
様

�

（
三
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
丸
協

　
代
表
取
締
役

　
新
堀

　
信
永

　
様

�

（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス

　
代
表
取
締
役

　
髙
橋

　
栄
二

　
様

�

（
一
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
今
井

　
美
絵	

様

●
香
和
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
森
田

　
節
子	

様（
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
大
杉

　
和
枝	

様（
一
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
鈴
木

　
初
枝	

様（
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

 
寄
付
者
芳
名
一
覧  

平
成
二
十
八
年
五
月
〜
六
月
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

募
金
だ
よ
り 一

〇
、〇
〇
〇
円

　
坂
田

　
佳
心	

様

五
、〇
〇
〇
円

　
嶋
津

　
美
智
子	

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
田
澤

　
里
美	

様

　
間
木
野

　
仁
美	

様（
六
、〇
〇
〇
円
）

●
教
職
員
関
係

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
川
並

　
知
子	

様（四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
山
川

　
智
恵
子	

様（
九
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
そ
の
他

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
髙
橋

　
英
雄	
様（
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

（
一
三
五
、〇
〇
〇
円
）

	

匿
名
希
望
者
合
計

※（
　
）内
は
累
計
額

　
合
計

　
三
八
件

一
、九
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
累
計

　
二
、六
六
六
件

六
八
六
、七
二
〇
、九
二
九
円

寄
付
者
顕
彰

寄
付
者
銘
板
一
六
〇
件
超
え
る
！

　

い
つ
も
皆
様
か
ら
の
ご
協
力

に
支
え
ら
れ
、
学
園
創
立
八
十

周
年
記
念
事
業
募
金
は
今
年
度

で
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本

募
金
で
は
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
方
の
ご
芳
名
を
本
誌（
聖

徳
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）の「
募
金
だ
よ

り
」や
学
園
報
に
掲
載（
注
）さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

先
着
順
累
計
額
が
十
万
円
以
上

の
個
人
の
方
、
五
十
万
円
以
上

の
法
人
の
方
は
、
ご
芳
名
を
寄

付
者
銘
板
に
刻
銘
し
、
末
永
く

顕
彰
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
こ
の
度
、
寄
付
者
銘
板

の
刻
銘
数
が
百
六
十
二
件
と
な

り
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
残

り
の
刻
銘
部
分
も
少
な
く
な
っ

て
参
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て

ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
、

学
園
創
立
八
十

周
年
記
念
事
業

の
三
本
柱（
施

設
・
設
備
の
充

実
、
環
境
対
応

型
キ
ャ
ン
パ
ス

の
整
備
、
奨
学

金
制
度
の
新

設
）の
充
実
の

た
め
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
注
）ご
芳
名
に
つ
い
て
は
、
ご
希
望

に
よ
り
掲
載
し
な
い
こ
と
も
選
択

で
き
ま
す
。
ま
た
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
専
用
振
込
用
紙
ご
利
用
に

よ
る
ご
寄
付
は
、
個
人
情
報
保
護
の

関
係
で
ご
芳
名
を
掲
載
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

ご
芳
名
の
掲
載
を
ご
希
望
の
場
合

は
募
金
係
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

■ご寄付のお申し込みについて	 お電話またはメールで、ご住所とお名前をお知らせください。
		  募金係より募金趣意書、払込用紙をお送りいたします。

■お問い合わせ先　東京聖徳学園創立80周年記念事業募金係  TEL． 047-365-1111（代）
		  メールアドレス　bokin@seitoku. ac. jp

平成 28年5月1日から6月30日までのご寄付分を掲載しております。

松戸キャンパス川並弘昭記念図書館入口にある寄付者銘板の前で記念撮影

　

六
月
四
日（
土
）、
聖
徳
大
学

を
卒
業
し
て
学
校
現
場
で
活
躍

し
て
お
ら
れ
る
先
生
方
を
お
迎

え
し
て
、「
よ
う
こ
そ
先
輩　

第

九
回
教
職
経
験
者
懇
談
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
今
年

の
四
月
に
卒
業
さ
れ
た
方
も
含

め
て
先
生
方
三
十
名
に
参
加
い

た
だ
き
、
在
校
生
は
百
名
近
く

が
出
席
し
ま
し
た
。
懇
談
会
で

は
、
二
人
の
卒
業
生
に
実
践
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
東
京
都
練
馬
区
立

大
泉
北
小
学
校
教
諭
の
山
川
美

帆
先
生
に
よ
る
発
表
で
す
。
先

生
は
十
年
目
に
入
っ
た
中
堅
教

員
で
す
。「
素
敵
で
毎
日
楽
し
い

教
員life

」と
題
し
、「
教
員
の

周
り
に
は
、
子
ど
も
、
同
僚
、
保

護
者
な
ど
様
々
な
人
た
ち
が
い

る
。
そ
の
人
た
ち
を
ど
の
よ
う

に
見
る
か
で
、
教
師
の
仕
事
の

質
が
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
。
暴

力
的
な
子
供
は『
甘
え
を
求
め

て
い
る
子
』、
殻

に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
子
は

『
研
究
熱
心
な

子
』
と
捉
え
れ

ば
、
愛
す
べ
き

存
在
と
し
て
映

っ
て
く
る
」と
、

教
員
生
活
を
豊

か
に
す
る
秘
訣

を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
、

四
年
目
を
迎
え

ら
れ
た
台
東
区

立
忍
岡
小
学
校

教
諭
の
大
下
尚

子
先
生
に
よ
る
、

研
究
授
業
の
経

験
を
通
し
て
の

報
告
で
す
。「
三

年
生
社
会
科
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
上

野
公
園
を
訪
れ
る
外
国
人
の
増

加
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
を
使
っ
て

考
え
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
っ

た
。
教
材
研
究
で
は
扱
う
内
容

以
上
の
こ
と
を
研
究
す
べ
き
で

あ
る
」と
、子
ど
も
主
体
の
授
業

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
在
校
生
か
ら
は

「
実
際
の
現
場
の
様
子
を
知
る

こ
と
で
、
教
職
に
就
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
よ
り
強
く
な
っ

た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
卒
業
生
が
集
合
し
た

記
念
撮
影
の
の
ち
、「
地
域
別
懇

談
会
・
情
報
交
換
会
」を
開
催
し
、

貴
重
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

教
職
実
践
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

よ
う
こ
そ
先
輩

第
九
回 

教
職
経
験
者
懇
談
会

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

児
童
学
研
究
所
長第
32
回

所
長
の
伝
言
板

　

児
童
学
研
究
所
長
を
十
年
間

務
め
ら
れ
た
松
浦
信
夫
名
誉
教

授
か
ら
引
き
継
ぎ
、こ
の
四
月

か
ら
児
童
学
部
児
童
学
科
の
教

授
と
し
て
着
任
し
た
、私
、原
田

正
平
が
後
任
を
拝
命
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所
は

平
成
七
年
四
月
に
発
足
し
、今

年
で
二
十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
松
浦
前

所
長
の
在
職
中
に
は
、平
成
十
八

年
度
か
ら
の「
子
ど
も
の
発
達

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、第
五
十
四
号

に
達
し
た「
児
童
研
だ
よ
り
」、

三
月
に
第
十
八
号
が
発
行
さ
れ

た
児
童
学
研
究
所
紀
要
の「
児

童
学
研
究
」を
主
な
年
間
の
活

動
と
し
つ
つ
、最
近
で
は
、生
涯

学
習
研
究
所
と
共
催
に
よ
る
松

戸
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
る

「
ア
ー
ト
パ
ー
ク
」、松
戸
市
か

ら
の
委
託
を
受
け
て
の「
お
や

こ
DE
広
場　
に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ
」、

三
月
に
第
七
回
を
開
催
し
た「
児

童
学
研
究
会
」な
ど
、さ
ら
に

多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、五
月
に
連
携
大

学
で
あ
る
米
国
ミ
ル
ズ
カ
レ
ッ

ジ
の
ジ
ュ
リ
ー
・
ニ
コ
ル
ソ
ン

先
生
の
講
演
会
を
開
催
し
た
ほ

か
、十
一
月
に
は
同
校
よ
り
リ

ン
ダ
・
ペ
レ
ツ
教
授
を
迎
え
て

の
、チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
最
新
事
情
な
ど

の
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
七
月
三
日
に
は「
ア
ー
ト

パ
ー
ク
９
～
に
ち
よ
う
び
の
野

望
」を
開
催
、た
く
さ
ん
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

所長
原田 正平

就
任
の
ご
挨
拶
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五
月
十
六
日（
月
）、
千
葉
県

選
挙
管
理
委
員
会
の
方
を
お
招

き
し
、
附
属
女
子
高
校
三
年
生

を
対
象
に「
選
挙
出
前
授
業
」を

実
施
し
ま
し
た
。
選
挙
権
が
十 

八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
今
回

の
参
院
選
で
は
高
校
三
年
生
の

三
割
の
生
徒
が
選
挙
権
を
得
ま

し
た
が
、
こ
の
授
業
の
時
点
で

は
、
ま
だ
ま
だ
選
挙
の
仕
組
み

も
、
意
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
点
も
十
分
に
理
解
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
現
状

を
背
景
に
、
選
挙

権
が
十
八
歳
以
上

に
な
っ
た
理
由
や

若
い
世
代
が
投
票

す
る
こ
と
の
意
義

に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
、
選
挙
の

仕
組
み
や
投
票
方

法
に
つ
い
て
、
投

票
所
の
入
場
券
の

　

千
葉
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
将
棋
大
会
が
五
月
七
日（
土
）
に
千
葉
県
教
育
会
館
に
て
開
催

さ
れ
、
附
属
女
子
高
校
二
年
生

の
柳
下
有
紀
さ
ん
が
女
子
個
人

戦
に
お
い
て
四
勝
二
敗
で
第
三

位
と
な
り
ま
し
た
。

　

柳
下
さ
ん
が
将
棋
の
練
習
を

始
め
た
の
は
昨
年
度
で
す
。
わ

ず
か
一
年
で
賞
を
獲
得
で
き
る

ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。
今
後

の
活
躍
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

今
年
で
四
回
目
に
な
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
修
学
旅
行
を
、
五

月
二
十
日（
金
）か
ら
二
十
五
日

（
水
）に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

初
年
度
と
は
行
程
や
ホ
テ
ル
を

サ
ン
プ
ル
や
実
際
の
投
票
の
様

子
を
映
し
た
動
画
な
ど
を
用
い

な
が
ら
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
有
権
者
に
な
る
と
認
め
ら

れ
る
選
挙
運
動
に
つ
い
て
も
、

留
意
点
を
交
え
て
お
話
が
あ
り
、

生
徒
た
ち
は「
当
事
者
」と
い
う

認
識
を
持
っ
て
耳
を
傾
け
て
い

た
よ
う
で
す
。

　
「
皆
さ
ん
の
声
が
未
来
を
つ

く
り
ま
す
！
」
と

い
う
言
葉
で
締
め

く
く
ら
れ
た
今
回

の
出
前
授
業
は
、

次
代
を
担
う
生
徒

た
ち
に
ふ
さ
わ
し

い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
継

続
し
て
こ
の
よ
う

な
機
会
を
設
け
て

い
く
予
定
で
す
。

変
更
し
、
よ
り
有
意
義
な
体
験

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
観
光
後
す
ぐ
に
二
泊

の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
へ
向
か
い

ま
す
。
英
語
を
生
活
の
場
で
使

う
こ
と
の
楽
し
さ
と
難
し
さ
を

す
ぐ
に
実
感
し
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

事
前
学
習
し
た
場
所
へ
と
向
か

い
、
紙
面
上
と
は
違
う
素
晴
ら

し
い
学
習
が
で
き
ま
し
た
。
ま

さ
に「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」

で
す
。
国
際
的
に
活
躍
す
る
仕

事
を
生
で
見
る
こ
と
も
で
き
、

大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

選
挙
出
前
授
業

静
寂
の
中
の
熱
き
戦
い
～
将
棋
大
会
～

中
学
三
年

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
修
学
旅
行

柳下有紀さん

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

第
五
十
五
回

保
育
表
現
研
究
発
表
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

七
月
九
日（
土
）、
聖
徳
大
学

体
育
館
に
て
、
大
学
・
短
大
と

合
同
で
、
保
育
表
現
研
究
発
表

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く

の
雨
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
大
学
へ
登
校
す
る
専

門
学
校
学
生
の
表
情
は
明
る
く
、

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
努

力
の
成
果
を
本
番
で
も
発
揮
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
創
作
舞
踊
」は
約
半
年
間
、

「
表
現
あ
そ
び
」は
今
年
四
月
か

ら
の
取
り
組
み
と
な
り
、
短
い

準
備
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

日
頃
の
学
び
の
成
果
を
大
い
に

活
か
し
て
演
技
を
作
り
上
げ
、

当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

授
業
の
合
間
や
放
課
後
の
時

間
を
使
い
な
が
ら
の
準
備
や
練

習
、
時
に
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
同

士
で
意
見
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実

習
や
仕
事
と
の
両
立
な
ど
様
々

な
部
分
で
不
安
が
あ
る
中
、
そ

の
困
難
を
前
向
き
に
ク
ラ
ス
一

丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
、
当
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
緊
張
の
中
で
最

高
の
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
素
晴
ら

し
い
仕
上
が
り
の
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
後
輩
で
あ
る
一
年
生

た
ち
に
は
、
先
輩
と
し
て
の
素

晴
ら
し
い
姿
を
見
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
来
年
度
の
発
表

会
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
一
年

生
も
準
備
や
練
習
が
始
ま
り
ま

す
。
先
輩
た
ち
か
ら
引
き
継
が

れ
て
き
た
こ
の
伝
統
を
、
一
年

生
も
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し

て
引
き
継
い
で
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

生徒の結団式での文章を紹介します。

3年A組　竹内　夢

  This is my first trip overseas, so I was feeling nervous 
before I arrived, but the local people are very kind, and 
I enjoyed my time on farm-stay, even though my English 
was not very good.
  In Australia I have seen many different kinds of 
buildings, food and culture that are very different from 
Japan. These are things we don’t have the chance to 
experience in Japan. 
  I think it is important for us to think positively about 
using English while we are in Australia. Let’s try to talk 
with the local people using simple words, gestures and 
expressions. Then we will gain confidence in ourselves.
  Let’s make this journey an experience we will treasure 
forever.

※お買い求めはFAX・電話・E-mail・郵便にて直接出版会にご注文ください。
　また、 聖徳大学ジャンティ三越でもご購入いただけます。

FAX 047-363-1401　電話 047-365-1111（大代）　E-mail : shuppan@seitoku.ac.jp
郵便 〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　聖徳大学出版会

http : //www.seitoku.jp/daigaku/shuppannkai/

聖徳大学出版会だより
　

六
月
二
十
三
日（
木
）・二
十
四

日（
金
）の
両
日
、「
第
二
回
学
内

合
同
企
業
就
職
説
明
会
in
聖
徳

大
学
」を
一
号
館
メ
デ
ィ
ア
ラ

ウ
ン
ジ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

企
業
の
採
用
活
動
は
三
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
六
月
か
ら
選

考
が
始
ま
っ
て
お
り
、
本
学
学

生
か
ら
も
早
期
就
職
内
定
の
報

告
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

売
り
手
市
場
と
い
わ
れ
る
環
境

で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
手
・
準

大
手
を
中
心
に
厳
選
採
用
の
傾

向
は
変
わ
ら
ず
、
就
職
環
境
は

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
生

が
業
種
・
職
種
の
視
野
を
広
げ
、

企
業
と
の
出
会
い
を
一
つ
で
も

多
く
取
り
持
つ
べ
く
、
合
同
説

明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
二
日
連

続
で
開
催
し
、
採
用
意
欲
の
高

い
企
業
三
十
四
社
と
、
ま
つ
ど

新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
四

年
生
・
短
期
大
学
部
二
年
生

八
十
五
名
、
そ
し
て
大
学
二
・

三
年
生
二
十
六
名
の
合
計

百
十
一
名
が
熱
心
に
説
明
を
聴

い
て
い
ま
し
た
。
企
業
の
方
か

ら
は
、
真
面
目
で
素
直
な
学
生

が
多
い
と
の
評
価
を
受
け
ま
し

た
。
学
生
が
、
こ
の
説
明
会
を

き
っ
か
け
に
積
極
的
に
就
職
活

動
し
、
就
職
内
定
を
獲
得
出
来

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

企業担当者の説明に聴き入る学生たち

　グリム童話でお馴染みの「あかずきん」の物語が、すべて折り紙で
構成された素敵な絵本になりました。
　赤ずきんやおおかみといったお馴染みのキャラクターや、森の
お花など、作品世界のすべてが一枚の折り紙で表現されています。
巻末におり方が掲載されていますので、ただ読み聞かせるだけでなく、
子どもと一緒につくって楽しむことができる一冊です。
　親子で一緒に手を動かしながら、「あかずきん」の物語をつくり
あげていくことで、お馴染みの童話の中に、新しい発見が見つかる
かもしれません。

第
二
回 

学
内
合
同

　
　
　 

企
業
就
職
説
明
会
を
開
催

川並 知子 著・おりがみ制作

『こどもとつくる　おりがみえほん　
あかずきん　グリム童話』

B5判ヨコ 44頁　定価（本体1,500円+税）
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六
月
十
三
日（
月
）、
二
、四
、

五
年
生
が
参
加
す
る
親
子
会
食

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
お
う
ち
の
方
を

迎
え
て「
歓
迎
の
歌
」を
歌
い
、

そ
の
後
は
五
年
生
が
中
心
と
な

っ
て
配
膳
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
は
六
月
六
日（
月
）か
ら
九
日

（
木
）に
か
け
て
望
月
で
の
校
外

学
習
を
行
い
、
今
回
会
食
を
行

う
三
学
年
が
三
泊
四
日
の
生
活

を
共
に
し
ま
し
た
。
飯
盒
炊
さ

ん
を
は
じ
め
、
下
級
生
の
食
事

　

今
年
度
も
、
附
属
小
学
校
で

は
明
和
班
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
明
和
班
活
動
と
は
、
異

年
齢
児
集
団
で
構
成
さ
れ
る
縦

割
り
班
活
動
の
こ
と
で
す
。
こ

の
活
動
は
、
三
十
年
前
の
開
校

当
初
か
ら
変
わ
ら
ず
続
け
ら
れ

て
い
る
も
の
で
、
そ
の
形
を
変

え
る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
た
ち

の
関
わ
り
は
さ
ら
に
深
く
発
展

し
続
け
て
い
ま
す
。

　

日
本
全
国
で
見
て
み
る
と
、

八
割
近
く
の
小
学
校
で
縦
割
り

班
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
多
く
の
学
校
で
は
、

月
に
一
回
程
度
、
合
同
学
年
で

昼
食
を
と
っ
た
り
、
一
学
期
に

一
回
の
全
校
集
会
を
行
っ
た
り

す
る
と
い
う
行
事
・
集
会
活
動

を
縦
割
り
班
活
動
に
充
て
て
考

え
て
い
ま
す
。
本
校
の
縦
割
り

班
活
動
は
、
そ
の
他
の
小
学
校

の
取
り
組
み
と
大
き
く
異
な
る

点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は「
毎

日
活
動
が
あ
る
」と
い
う
こ
と

で
す
。

　

毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
、
食
事

　

五
月
一
日（
日
）、
晴
天
の
下
、

取
手
中
高
の
第
三
十
四
回
体
育

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
こ
れ
ま
で
で
最
も
早

い
時
期
の
開
催
と
な
り
、
し
か

も
直
前
は
飛
び
石
連
休
。
実
質

的
な
準
備
期
間
は
半
月
余
り
し

か
な
く
、
運
営
側
は
激
務
の
半

月
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
上

に
、
生
徒
主
体
で
進
め
る
準
備

が
間
に
合
う
の
か
と
心
配
の
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
ん
な

杞
憂
を
よ
そ
に
、
上
級
生
が
下

級
生
を
よ
く
ま
と
め
、
素
晴
ら

し
い
体
育
祭
を
作
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
圧
巻
だ
っ
た
の
が

赤
組
・
青
組
両
軍
の
応
援
合
戦

　

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
三
年

生
が
、五
月
二
十
日（
金
）か
ら
二 

十
五
日（
水
）ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
修
学
旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。

の
世
話
を
五
年
生
が
責
任
を
も

っ
て
行
っ
た
成
果
か
、
親
子
会

食
会
で
も
そ
う
し
た
高
学
年
ら

し
い
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

下
級
生
の
二
、四
年
生
も
そ

れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
食
器
の

片
付
け
や
片
付
け
後
の
黙
想
を

し
っ
か
り
と
行
い
、
普
段
の
頑

張
り
を
発
揮
で
き
ま
し
た
。
始

め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
と
て
も

和
や
か
な
雰
囲
気
の
親
子
会
食

会
と
な
り
ま
し
た
。

を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、

高
学
年
は
下
級
生
の
お
世
話
や

配
膳
、
下
級
生
は
お
世
話
し
て

も
ら
う
こ
と
を
通
し
て
そ
の
関

係
を
強
く
し
て
い
き
ま
す
。
低

学
年
の
う
ち
は
、「
し
て
も
ら

う
」喜
び
を
。
中
学
年
で
は「
自

分
で
で
き
る
」喜
び
を
。
高
学

年
で
は「
し
て
あ
げ
る
」喜
び

を
。
活
動
を
進
め
て
い
く
間
に
、

そ
の
喜
び
の
形
は
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
自
己
肯
定
感
が
育
成

さ
れ
、
思
い
や
り
の
心
に
変
容

し
て
い
く
、
こ
の
子
ど
も
た
ち

の
成
長
こ
そ
が
、
本
校
の
財
産

な
の
で
す
。

　

そ
の
上
に
、
共
通
の
目
的
で

あ
る「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
」

や「
交
流
活
動
」が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
行
事
が
子
ど
も
た
ち

の
ど
ん
な
関
係
の
も
と
で
積
み

重
な
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
れ

ば
、
そ
の
教
科
を
越
え
た
学
び

の
素
晴
ら
し
さ
が
分
か
る
は
ず

で
す
。
脈
々
と
三
十
年
間
続
く
、

附
属
小
の「
見
え
な
い
学
力
」の

育
成
で
す
。

で
す
。フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

工
夫
し
、
洗
練
さ
れ
た
演

技
を
披
露
し
た
青
組
。イ

ン
ト
ロ
か
ら
が
ら
り
と

雰
囲
気
の
変
わ
る
ド
ラ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
演
出
を

し
た
赤
組
。
両
軍
と
も
、

よ
く
ぞ
半
月
で
演
技
構

成
か
ら
振
り
写
し
を
し
、

二
百
名
近
い
団
員
を
ま

と
め
上
げ
た
も
の
だ
と
、

団
長
は
じ
め
応
援
団
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
感

心
す
る
と
と
も
に
、
全
校

生
徒
た
ち
の
団
結
力
に

目
を
見
張
り
ま
し
た
。

　

対
戦
結
果
は
、
応
援
合

戦
で
は
赤
組
が
勝
利
し
、

　

初
め
て
海
外
に
行
く
生
徒
も

多
く
、
期
待
と
不
安
の
中
で
の

出
発
で
し
た
が
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
十
二
分
に
楽
し
み
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
帰
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
の
体
験

は
貴
重
で
、
英
語
に
対
す
る
興

味
関
心
が
高
ま
り
、
帰
国
後
の

学
習
意
欲
に
も
つ
な
が
り
ま

し
た
。

総
合
成
績
は
二
年
連
続
で
同
点

と
い
う
ミ
ラ
ク
ル
な
お
ま
け
つ

き
で
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
こ

の
体
育
祭
で
育
ん
だ
ク
ラ
ス
や

学
年
の
枠
を
超
え
た
絆
を
、
こ

れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
生
か
し

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

親
子
会
食
会
を
行
い
ま
し
た

附
属
小
学
校
の
財
産

〜
明
和
班
活
動
〜

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

盛
り
上
が
っ
た
体
育
祭

中
学
三
年
生

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
修
学
旅
行

＊結団式でのスピーチより＊
3rd year, A class  Uno Ayane
  Hello, everyone.
  We were looking forward to this school trip for a long time. And three 
days have already passed. Are you having fun? How was your farm stay? 
Did you eat a lot? Did you speak a lot?
  I expected to communicate with my host family in English because 
I like speaking English very much. However, I felt a little stress in the 
environment where only English is spoken. But I did my best. I talked 
with them about my family, my school life, and so on. They took us to the 
supermarket, and I did some shopping. I also used English there.
  I had a lot of chances to speak English. And I think I could communicate 
with them in English. This is what I wanted to do the most.
  I had a great time during the farm stay. I really enjoyed talking and 
some activities. I thank my host family from the bottom of my heart. 
  Well, tonight we are going to stay at a hotel. Let's keep good manners. 
  Tomorrow, we are going to visit Taronga Zoo. Let's enjoy watching 
many kinds of animals, such as koalas, kangaroos, wambats, and so on. 
They must be cute. And let's try to speak English in the zoo too.
  Lastly, though we have only one day, let's make wonderful memories 
together.
  Thank you for listening.

表紙

第1楽章 1ページと2ページ ［前期に展示］

リストの自筆書簡
（ハンガリー　1811～1886年）

モーツァルトの自筆譜（複製） 著名作曲家たちの自筆書簡
「セレナード  ニ長調」（K.185）

　「セレナード ニ長調 K.185」は、1773年7月
頃、モーツァルトが17歳の時にウィーンで
作曲した全７楽章で構成されているセレナー
ドです。このたび展示する自筆譜は、聖徳大学
が所蔵している原作品（実物）から紙質、色調
などを極めて忠実に複製したファクシミリ版
で、第１楽章と最後の第７楽章を公開します。
　ペン書きされたこの楽譜は加筆や訂正が
極めて少なく、大変綺麗な自筆譜です。

　モーツァルト没後の音楽家でモーツァルトから
影響を受けた作曲家たちの自筆書簡（実物）です。
　友人、音楽評論家、劇場支配人等に宛てた書簡
から当時の音楽家の生活を知ることができます。

《展示する主な作曲家たち》
ベルリオーズ、シューマン、ワーグナー、ブラームス、サン=
サーンス、チャイコフスキー、ドヴォルザーク、プッチーニ、
ドビュッシー、ラヴェル、バルトーク　等

（展示作品は前期、 後期で入替えになります）

翻訳（冒頭の一部分）

拝啓
我々の親愛なるご領主
が寛大にもご了承くだ
さって、大変喜ばしく
存じます。私は次の土
曜日（今月30日）、レーベ
ンベルグに向けて発ち
ます。以前、殿下に申
し上げたとおりの運び
となりました。ドレスデ
ンでいくつかの要請が
ありますので、数時間
留まらねばなりません。
････････････

特別展覧会
モーツァルト生誕260年記念

「モーツァルトの自筆譜（複製）と
著名作曲家たちの自筆書簡」展

［ 前 期 ］ 平成28年7月4日（月）～28年10月15日（土）

［ 後 期 ］ 平成28年12月12日（月）～29年3月18日（土）

午前9時～午後5時
（休館：毎日曜・祝日と学事日程による休業日）

聖徳大学8号館１階　利根山光人記念ギャラリー
JR常磐線・JR 乗り入れ地下鉄千代田線・新京成線とも松戸駅下車、

東口より徒歩 5 分
 （学内に駐車場はありません）
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千
葉
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
・
チ
ー
バ
く
ん
の「
舌
」

の
部
分
、
東
京
湾
の
一
番
奥
が

浦
安
市
で
す
。
市
の
四
分
の
三

が
埋
立
地
で
、
附
属
浦
安
幼
稚

園
の
所
在
す
る「
新
町
」地
区
の

埋
め
立
て
は
昭
和
四
十
七
年
に

着
工
、昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十 

三
日
に「
日
の
出
」の
地
名
が
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
が
浦
安

市
の
東
に
位
置
し
、
市
内
で
最

も
早
く
海
か
ら
日
が
昇
る
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
五
十
五
年
に
は
埋
め
立
て

が
完
了
し
、
大
型
の
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
設
さ
れ
、
多
く
の
人
が

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　

附
属
浦
安
幼
稚
園
は
、
市
の

誘
致
を
受
け
、
聖
徳
学
園
創
立

七
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
平

成
十
五
年
四
月
に
開
園
し
ま
し

た
。
当
時
近
隣
に
は
マ
ン
シ
ョ

ン
が
数
棟
あ
る
程
度
で
し
た
が
、

そ
の
後
、
隣
接
す
る
日
の
出
南

小
学
校
、マ
ン
シ
ョ
ン
群
、
東

京
湾
を
望
む
大
江
戸
万
華
鏡
温

泉
、リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
総
合

公
園
・
墓
地
公
園
な
ど
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
三

月
の
東
日
本
大
震
災
で
は
液
状

化
現
象
が
浦
安
市
を
襲
い
ま
し

た
が
、
幼
稚
園
が
あ
る
居
住
地

域
周
辺
は
大
き
な
被
害
を
免
れ

ま
し
た
。
幼
稚
園
の
建
物
の
下

に
は
、
長
さ
五
十
四
メ
ー
ト
ル

の
鋼
管
杭
三
十
七
本
が
岩
盤
ま

で
撃
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
び
く

と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

幼
稚
園
の
屋
上
か
ら
は
、
大

型
タ
ン
カ
ー
の
航
行
や
対
岸
の

京
葉
工
業
地
帯
ま
で
東
京
湾
を

一
望
で
き
ま
す
。
昨
年
、
幼
稚

園
前
の
空
き
地
に
ホ
テ
ル
建
設

が
決
定
し
、
今
年
の
三
月
よ
り

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
々

変
わ
り
ゆ
く
街
並
み
で
す
が
、

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
は
、「
い
つ

も
に
こ
に
こ
元
気
な
こ
ど
も
」

の
モ
ッ
ト
ー
通
り
、
園
庭
を
元

気
い
っ
ぱ
い
裸
足
で
遊
ん
で
い

ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
幼
稚
園
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

拍
手
い
っ
ぱ
い
！

　

お
じ
い
さ
ま
・

　

お
ば
あ
さ
ま
の
会

　

六
月
二
日（
木
）、
附
属
成
田

幼
稚
園
の
ホ
ー
ル
に
て「
お
じ

い
さ
ま
・
お
ば
あ
さ
ま
の
会
」を

開
催
し
、
在
園
児
の
数
を
上
回

る
多
く
の
お
じ
い
さ
ま
、
お
ば

あ
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
い
つ
も
よ

り
は
し
ゃ
い
だ
様
子
で
、「
今
日
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
来
る
日
だ
よ

ね
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

来
た
ん
だ
よ
」な
ど
と
口
々
に

話
し
な
が
ら
、
笑
顔
で
登
園
し

て
き
ま
し
た
。

　

受
付
を
す
ま
せ
た
お
じ
い
さ

ま
・
お
ば
あ
さ
ま
は
、
松
組
の

園
児
た
ち
が
手
を
つ
な
い
で
会

場
ま
で
ご
案
内
し
ま
し
た
。
満

三
歳
児
は
名
前
呼
び
と「
ハ
ト

ポ
ッ
ポ
体
操
」、
三
歳
児
・
四
歳

児
は
絵
本
を
題
材
と
し
た
リ
ズ

ム
遊
び
、
五
歳
児
は
オ
ペ
レ
ッ

タ
、
歌
や
合
奏
の
発
表
を
し
ま

し
た
。

　

会
が
始
ま
っ
て
幕
が

上
が
る
と
、
一
つ
ひ
と

つ
の
役
が
変
わ
っ
た
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ
る

た
び
に
温
か
い
拍
手
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。プ

ロ
グ
ラ
ム
の
合
間
に
、

お
じ
い
さ
ま
・
お
ば
あ

さ
ま
に
関
す
る
園
児
た

ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

紹
介
す
る
と
会
場
内
に

は
笑
い
が
あ
ふ
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
ま
ま

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

お
じ
い
さ
ま
・
お
ば
あ
さ
ま

は
、
日
頃
は
孫
と
離
れ
て
暮
ら

し
て
い
る
方
が
多
く
、
園
児
た

ち
以
上
に
、
こ
の
会
を
楽
し
み

に
し
て
お
ら
れ
た
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
揃
っ
て

帰
っ
て
い
く
姿
に
、
こ
の
会
の

大
切
さ
を
感
じ
、
ま
た
来
年
も

皆
さ
ん
が
元
気
で
集
え
る
会
で

あ
り
た
い
と
思
っ
た
一
日
で
し

た
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

手をつないでご案内
　

六
月
六
日（
月
）、
第
二
幼
稚

園
の
五
歳
児
松
組
の
園
児
た
ち

が
、園
バ
ス
に
乗
っ
て
附
属
小
学

校
の
体
験
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
に
到
着
す
る
と
、
一

年
生
が
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や

「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
」の
踊
り
を

一
緒
に
踊
っ
て
く
れ
る
な
ど
、

熱
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
園

児
に
と
っ
て
も
親
し
み
の
あ
る

歌
や
踊
り
で
し
た
が
、
慣
れ
な

い
場
所
の
た
め
か
、
少
し
緊
張

し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

一
年
生
の
教
室
で
は
勉
強
ご

っ
こ
を
行
い
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ

輝
か
せ
て
小
学
校
の
先
生
の
話

を
聞
い
て
い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
そ
の
後
、
体
育
館
で
身

体
を
た
く
さ
ん

動
か
し
て
遊
び

ま
し
た
。
園
児

た
ち
が
一
番
楽

し
み
に
し
て
い

た
給
食
の
時
間

は
、
食
堂
で
オ

ム
ラ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

椅
子
や
机
が
幼

稚
園
よ
り
も
高

い
位
置
に
あ
る

た
め
、
食
べ
こ

ぼ
し
て
し
ま
う

園
児
も
い
ま
し

た
が
、
一
年
後

に
は
身
体
も
成

長
し
、
小
学
校

の
椅
子
や
机
が
ち
ょ
う
ど
良
い

高
さ
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
後
も
幼
稚
園
と
小
学
校
が

密
に
連
携
を
図
り
、「
こ
ん
な
小

学
生
に
な
り
た
い
」そ
し
て「
早

く
一
年
生
に
な
り
た
い
」と
い

う
園
児
の
期
待
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

附
属
小
学
校
を

見
学
し
ま
し
た

小学校の先生のお話を聞く園児たち

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

浦
安
幼
稚
園
か
ら

見
る
風
景

着々と進むホテル建設の現場

　

五
月
二
十
八
日（
土
）、聖
徳

大
学
十
号
館（
生
涯
学
習
社
会

貢
献
セ
ン
タ
ー
）に
て
、聖
徳

学
園
菊
水
会
第
十
四
回
評
議

員
会
お
よ
び
懇
親
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
川
並
知
子

名
誉
会
長
か
ら
、「
こ
の
同
窓
会

連
合
会
は
、年
に
一
回
、各
同
窓

会
の
皆
様
が
集
ま
る
大
切
な
会

で
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て

川
並
弘
純
会
長
は
、「
同
窓
会
の

皆
様
に
は
、学
園
の
進
歩
、発
展

状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、卒

業
生
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り

ま
す
」と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

評
議
員
会
で
は
、平
成
二
十 

七
年
度
収
支
決
算
・
事
業
報
告
、

平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算
・

事
業
計
画
の
協
議
が
行
わ
れ
、

本
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、

役
員
研
修
会
の
実
施
、周
年
記

念
式
典
へ
の
寄
付
、卒
業（
園
）

生
へ
の
記
念
品
贈
呈
、各
同
窓

会
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
の
配
布
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、同
窓
生
が
生
き
生

き
と
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ

う
、支
援
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
連
合
会
「
聖
徳
学
園
菊
水
会
」

第14回評議員会（10号館11階会議室にて）

第
十
四
回 

評
議
員
会
開
催

　

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

は
昭
和
四
十
六
年
に
開
園
し
、

現
在
、五
千
六
百
八
十
二
名
の

卒
園
生
が
い
ま
す
。
そ
の
卒
園

生
の
同
窓
会
が
第
二
幼
稚
園

「
菊
水
会
」で
す
。

　

毎
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
、

小
学
生
を
対
象
に
幼
稚
園
で
同

窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
菊
水

会
に
は
現
在
勤
務
し
て
い
る
教

職
員
は
も
ち
ろ
ん
、退
職
し
た

教
員
も
参
加
し
、久
し
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
ま
す
。
卒
園
生
が

集
ま
る
と
、最
初
に
幼
稚
園
園

歌
を
歌
い
、続
い
て
先
生
方
の

挨
拶
が
行
わ
れ
、そ
し
て
人
形

劇
を
鑑
賞
し
ま
す
。
今
年
度
も

保
育
科
の
掃
守
純
一
郎
先
生
を

中
心
と
し
た
先
生
方
に
よ
る
人

形
劇
が
行
わ
れ
、軽
快
な
音
楽

に
合
わ
せ
て
人
形
が
動
き
、ち

ょ
っ
と
し
た
人
形
の
動
き
の
変

化
に
も
、卒
園
生
は
声
を
あ
げ

て
喜
ぶ
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
形
劇
が
終
わ

る
と
、
学
年
ご
と

に
分
か
れ
て
の
活

動
と
な
り
ま
す
。

こ
の
春
に
卒
園
し

た
ば
か
り
の
小
学

一
年
生
は
卒
園
ア

ル
バ
ム
を
受
け
取

り
、他
の
学
年
も
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

園
庭
で
は
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
も
始
ま
る

な
ど
、
楽
し
い
時

間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き

ま
す
。

　

卒
園
生
が
成
長

し
、父
、母
と
な
り
、

親
子
二
代
に
わ
た
っ

て
聖
徳
幼
稚
園
で

過
ご
す
ご
家
族
も

増
え
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、卒
園
後
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、聖
徳
の
和
を
広

げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

同
窓
会

菊
水
会

楽
し
い
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に

集まった卒園生たち

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●
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聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

　

三
田
幼
稚
園
で
は
、
毎
年
七

月
中
旬
に
祖
父
母
の
方
々
を
お

招
き
し
て「
敬
老
の
日
の
集
い
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
五
歳
児
松
組
が
玄

関
で
お
迎
え
係
を
し
、
元
気
に

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
挨

拶
を
し
、
手
を
引
い
て
ホ
ー
ル

ま
で
ご
案
内
し
ま
す
。
案
内
が

終
わ
っ
て
お
じ
い
さ
ま
、
お
ば

あ
さ
ま
が「
あ
り
が
と
う
」と
お

礼
を
言
い
な
が
ら
頭
を
撫
で
て

く
だ
さ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は

嬉
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
ま

す
。
集
い
は
松
組
の
歓
迎
の
言

葉
で
始
ま
り
、
五
歳
児
松
組
は

サ
カ
ホ
ー
ン
と
合
奏
、
四
歳
児

梅
組
と
三
歳
児
桜
組
は
遊
戯
と

　

本
園
で
は
、「
合
宿
で
の
生
活

を
通
し
、
共
同
生
活
の
き
ま
り

を
身
に
つ
け
る
」「
自
主
自
立
の

精
神
を
養
う
」「
自
然
へ
の
興
味
、

関
心
を
深
め
る
」こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
、
毎
年
七
月
の
終
業
式

後
、
五
歳
児
を
対
象
に「
お
泊

ま
り
会
」が
二
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し

て
い
る
本
園
の
行
事
の
一
つ
が
、

生
活
発
表
会
で
す
。

　

初
め
て
発
表
会
に
参
加
す
る

年
少
組
は
、
自
分
の
役
を
覚
え

る
こ
と
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

練
習
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
は
、

最
初
に「
絶
対
う
さ
ぎ
さ
ん
が

い
い
！
」と
言
っ
て
決
め
た
役
で

も
、
先
生
に「
く
ま
さ
ん
、
こ
っ

ち
で
す
よ
」と
言
わ
れ
る
と「
は

あ
い
！
」と
元
気
に
走
っ
て
い
っ

て
し
ま
う
子
ど
も
も
見
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
練
習
を
重
ね
る
う

ち
に
、自
分
の
役
と
場
所
を
し
っ

か
り
覚
え
、
元
気
に
踊
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

歌
の
発
表
を
行
い
ま
す
。
自
分

の
孫
だ
け
で
な
く
、
ど
の
子
ど

も
に
も
場
面
ご
と
に
拍
手
を
い

た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

発
表
が
終
了
す
る
と
、
松
組

は
学
年
全
員
で
、
梅
・
桜
組
は
ク

ラ
ス
ご
と
に
お
じ
い
さ
ま
、
お

ば
あ
さ
ま
を
お
迎
え
し
、一
緒

に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
手
遊
び

を
し
ま
す
。サ
ル
に
変
身
し
て

「
ア
イ
ア
イ
」を
踊
っ
た
り
、ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
お
じ
い
さ

ま
、
お
ば
あ
さ
ま
も
子
ど
も
の

目
線
に
な
っ
て
一
緒
に
遊
ん
で

く
だ
さ
い
ま
す
。
当
日
、
残
念

な
が
ら
祖
父
母
の
方
が
来
ら
れ

な
か
っ
た
子
ど
も
も
快
く
誘
っ

て
い
た
だ
き
、本
当
の
孫
の
よ
う

に
抱
き
し
め
た
り
、
手
を
握
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
の
行

事
を
通
し
て
優
し
い
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
成
長
し
て
い
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

初
日
は
国
営
立
川
昭
和
記
念

公
園
に
行
っ
て
宝
探
し
を
し
た

り
、
大
き
な
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、

公
園
内
を
散
策
し
た
り
と
体
を

動
か
し
て
過
ご
し
、
記
念
写
真

を
撮
っ
た
り
、
お
母
さ
ん
手
作

り
の
お
弁
当
を
い
た
だ
い
た
り

と
自
然
を
満
喫
し
ま
す
。
そ
の

後
、
姉
妹
園
で
あ
る
多
摩
中
央

幼
稚
園
に
行
き
、
合
同
で
開
会

式
が
行
わ
れ
ま
す
。
夕
食
後
の

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
登
場
に
び
っ
く
り

し
な
が
ら
も
互
い
に
親
睦
を
図

り
、
一
緒
に
踊
っ
た
り
、
花
火

を
見
た
り
し
て
楽
し
み
ま
す
。

　

夜
は
友
達
と
一
緒
に
寝
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。ワ
ク
ワ
ク
感

を
抱
き
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
興

奮
気
味
で
な
か
な
か
寝
付
け
ず

も
ぞ
も
ぞ
し
た
り
す
る
子
も
い

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も

は
す
ぐ
に
眠
り
に
つ
き
ま
す
。

二
日
目
の
朝
は
み
ん
な
で
布
団

の
片
付
け
を
し
て
、
朝
礼
に
参

加
し
ま
す
。ラ
ジ
オ
体
操
と
マ

ラ
ソ
ン
を
終
え
る
と
、
待
ち
に

待
っ
た
朝
食
の
時
間
で
す
。
そ

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
も
年
中

組
に
な
る
と
、
役
や
場
所
は
す

ぐ
に
覚
え
て
し
ま
い
、
台
詞
の

や
り
取
り
ま
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
年
中
組
か
ら
入
園

す
る
子
ど
も
に
は
、
進
級
児
が

優
し
く
声
を
掛
け
て
あ
げ
る
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。
年
長
組
は
複

雑
な
隊
形
移
動
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
踊
り
に
も
力
強
さ
が

の
後
は
多
摩
中
央
幼
稚
園
の
友

達
と
別
れ
、
次
の
見
学
地
の
多

摩
動
物
公
園
へ
と
向
か
い
ま
す
。

動
物
公
園
で
は
ア
フ
リ
カ
園
と

昆
虫
館
を
見
学
し
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
た
後
、
幼
稚
園
へ

と
帰
っ
て
来
ま
す
。

　

出
迎
え
た
保
護
者
の
方
も
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
表

情
を
見
て
、
元
気
に
帰
っ
て
来

た
姿
と
、
自
信
に
満
ち
た
表
情

に
安
堵
の
色
を
浮
か
べ
ま
す
。

お
泊
ま
り
会
は
、
子
ど
も
た
ち

を
心
身
共
に
成
長
さ
せ
て
く
れ

る
、
と
て
も
貴
重
な
行
事
と
な

っ
て
い
ま
す
。

出
て
き
ま
す
。ま
た
、年
長
組
に

な
っ
て
初
め
て
行
う
サ
カ
ホ
ー

ン
、
た
く
さ
ん
の
楽
器
を
使
う

合
奏
は
と
て
も
迫
力
が
あ
り
、

年
中
・
年
少
組
の
憧
れ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

発
表
は
学
年
順
に
行
わ
れ
る

た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

保
護
者
の
方
に
見
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
こ
の
発
表
会
が
一
学
期
の

集
大
成
に
な
り
ま
す
。
生
活
発

表
会
を
終
え
る
と
子
ど
も
た
ち

が
ひ
と
回
り
大
き
く
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
今
年
も
子
ど

も
た
ち
が
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
、
楽
器
を
演
奏
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
そ

の
後
の
成
長
に
つ
な
が
る
よ
う

に
援
助
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

敬
老
の
日
の
集
い

お
と
ま
り
会
に

参
加
す
る
と
…

生
活
発
表
会
を
通
じ
て

手を合わせて、笑顔いっぱい

インディアンの登場

当日の発表の様子

　

六
月
二
十
五
日（
土
）、三
田

幼
稚
園
同
窓
会「
な
ご
み
会
」を

開
催
し
、卒
園
生
二
百
十
一
名

が
出
席
し
ま
し
た
。
中
に
は
、

弟
の
付
き
添
い
で
参
加
し
て
く

れ
た
高
校
生
の
姿
も
。
会
長
挨

拶
で
会
が
始
ま
り
、皆
で
久
し

ぶ
り
に
園
歌
を
歌
っ
た
り
、在

園
の
先
生
紹
介
・
来
賓
の
先
生

の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
第
Ⅱ
部
は
、ゲ
ー
ム

や
お
や
つ
の
時
間
で
す
。
毎
年

行
っ
て
い
る
カ
ー
ド
を
使
っ
て
の

ゲ
ー
ム
は
、子
ど
も
た
ち
に
人
気

の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

カ
ー
ド
を
使
い
、自
分
の
カ
ー
ド

が
当
た
っ
て
喜
ぶ
姿
は
、何
歳
に

な
っ
て
も
か
わ
い
い
も
の
で
し
た
。

　
「
猛
獣
狩
り
に
行
こ
う
」の
人

数
集
め
ゲ
ー
ム
で
は
、高
学
年

の
子
ど
も
た
ち
が
低
学
年
の
子

ど
も
た
ち
を
リ
ー
ド
し
て
遊
ぶ

姿
に
、成
長
し
た
様
子
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
そ
の
後
は
休
息
を
兼

ね
て
、皆
で
お
や
つ
の
時
間
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
達
や
先

生
と
近
況
報
告
を
し
合
い
、思
い

出
話
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。お
や
つ
の
後
は
、毎
年
恒
例
、

園
長
先
生
が
王
様
に
な
っ
て
行

う「
王
様
じ
ゃ
ん
け
ん
」を
行
い

ま
し
た
。
短
い
時
間
の
中
で
四

人
に
勝
た
な
い
と
王
様
の
と
こ

ろ
ま
で
は
行
け
ま
せ
ん
が
、今
年

は
十
三
人
の
子
ど
も
た
ち
が
王

様
に
勝
ち
、メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま

し
た
。
王
様
ま
で
到
達
し
な
が
ら

も
じ
ゃ
ん
け
ん
に
負
け
て
し
ま
い
、

悔
し
が
り
な
が
ら
最
初
に
戻
っ

て
く
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、幼
稚

園
時
代
に
戻
っ
て
先
生
や
友
達

と
過
ご
せ
た
事
は
、子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
良
い
思
い
出
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。こ
れ
か
ら
も
年
一

回
の
な
ご
み
会
が
子
ど
も
た
ち
の

楽
し
み
な
日
に
な
る
よ
う
、計

画
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

同
窓
会

な
ご
み
会

卒
園
生
と
と
も
に

　

八
王
子
中
央
幼
稚
園
の
卒
園

生
が
集
ま
る
同
窓
会「
わ
か
ば

会
」が
六
月
十
八
日（
土
）、開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
学
一
年
生
か
ら
六

年
生
、中
学
生
ま
で
百
十
六
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。
六
年
生
は

過
去
最
高
の
二
十
名
が
駆
け
つ

け
、兄
弟
関
係
の
中
学
生
も
二

名
が
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

小
学
一
年
生
は
全
員
出
席
で

「
○
○
ち
ゃ
ん
も
来
る
か
な
？
」

「
楽
し
み
だ
な
」と
、友
達
が
来

る
の
を
と
嬉
し
そ
う
に
待
ち
、

友
達
を
見
つ
け
る
と
、「
○
○
ち

ゃ
ん
！
」と
駆
け
寄
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

会
が
始
ま
る
と
、幼
稚
園
の

頃
に
歌
っ
た
う
た
の
合
唱
、猛

獣
狩
り
ゲ
ー
ム
、カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
列
車
、王
様

ジ
ャ
ン
ケ
ン
等
の
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
と
楽
し
み
ま
し
た
。
幼
稚

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

同
窓
会

和わ

か

ば

香
葉
会

幼
稚
園
時
代
に
戻
っ
て
…

園
の
頃
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に

楽
し
く
遊
び
、ホ
ー
ル
内
は
自

然
と
笑
い
声
と
笑
顔
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
お
や
つ
の

時
間
に
は
友
達
や
先
生
と
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、現

在
通
っ
て
い
る
学
校
の
話
を
し

た
り
と
盛
り
上
が
り
、充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

帰
り
際
に
は
、「
来
年
も
来
ま

す
！
」「
バ
ザ
ー
も
来
ま
す
！
」

と
言
っ
て
笑
顔
で
帰
っ
て
行
く

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
小
学
一

年
生
は
、自
分
達
が
描
い
た
思

い
出
の
絵
が
表
紙
に
な
っ
た
卒

園
ア
ル
バ
ム
を
受
け
取
り
、大

喜
び
し
て
い
ま
し
た
。
当
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、会
の
終
了

後
に
は
園
庭
に
飛
び
出
し
、大

好
き
だ
っ
た
遊
具
で
遊
ぶ
姿
が

見
ら
れ
、卒
園
生
に
と
っ
て
、楽

し
か
っ
た
幼
稚
園
時
代
に
戻
れ

た
一
日
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
い

つ
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
好
き
な
幼
稚
園
で
あ
り
、

い
つ
で
も
遊
び
に
帰
っ
て
来
ら

れ
る
幼
稚
園
で
あ
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
六
月
に
開
催
し
て
い
る

同
窓
会「
和
香
竹
会
」を
、今
年

は
七
月
二
日（
土
）に
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
、午
前
中
は
小
雨

が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、徐
々

に
日
差
し
が
見
え
始
め
、午
後

に
は
卒
園
生
が
来
る
こ
と
を
待

ち
望
ん
で
い
る
気
持
ち
が
伝
わ

っ
た
か
の
よ
う
な
好
天
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
二
〇
八
名
の
卒
園
生

が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
例

年
、高
学
年
に
な
る
に
つ
れ
て

参
加
者
が
少
な
く
な
り
ま
す
が
、

今
年
は
特
に
小
学
六
年
生
が
多

く
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

多
摩
中
央
幼
稚
園
は
今
年
で

創
立
四
十
周
年
に
当
た
る
た
め
、

同
窓
会
に
お
い
て
も
特
別
企
画

と
し
て
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

保
育
科
の
掃
守
純
一
郎
先
生
に

人
形
劇
の
公
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
果
た
し
て
小
学
生

に
人
形
劇
を
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
の
か
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、集
ま
っ
た
卒
園
生
た
ち
は

目
を
輝
か
せ
、先
生
と
一
緒
に

手
遊
び
を
し
た
り
、代
表
で
二

名
の
お
友
達
が
飛
び
入
り
参
加

し
た「
ゴ
リ
ラ

の
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
」と
い
う

大
き
な
お
手

玉
を
使
っ
た

遊
び
も
楽
し

み
ま
し
た
。

最
後
の
演
目

「
す
い
か
泥

棒
」で
は
笑
い

声
や
歓
声
も

上
が
り
、物
語
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、大

き
く
な
っ
て
も
純
粋
な
気
持
ち

を
ま
だ
多
く
持
ち
続
け
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

当
日
は
退
職
さ
れ
た
先
生
方

に
も
多
数
来
園
い
た
だ
き
、一

緒
に
二
つ
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、

特
に
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
で
は

白
熱
し
た
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
は
久
し
ぶ

り
の
友
達
や
先
生
方
と
一
緒
に
、

現
在
の
学
校
生
活
の
様
子
や
幼

稚
園
の
懐
か
し
い
話
に
花
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。

　

園
長
先
生
か
ら

の「
よ
く
見
て
、
よ

く
聞
い
て
、よ
く
考

え
て
、そ
し
て
誰
と

で
も
仲
良
く
で
き

る
素
敵
な
卒
園
生

で
い
て
く
だ
さ
い
」

と
の
お
話
は
、卒
園

生
た
ち
の
胸
の
中

に
深
く
刻
ま
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

同
窓
会

和わ

香か

竹た

け

会

久
し
ぶ
り
の
幼
稚
園
に
て

懐かしい友達、先生との話に花を咲かせます

白熱した王様ジャンケン
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学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

16.8.1 re（16,5）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第85号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

セ イトクの派遣会社だ か ら安 心
派 遣 登 録 募 集 中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

 学生・教職員
５,8００円〜

 卒業生・家族・同伴者
８,6００円〜

〈ご利用料金〉

開催時期： 2016年8月15日（月）　開催場所： 長旧中山道 望月宿一帯

榊神輿　　　　　榊（現在は団栗の木）を用いて御輿を作り、 
御輿を煽ったり、 回転させたりと、 とても迫力がある。
御輿から落ちた枝を拾うと、 無病息災で１年を過ご
せると、 言われている。
　クライマクスでは、 望月宿の大伴神社の階段を一気
に駆け上がり、 神社の境内で30分以上、 各地区（4基）
の神輿を煽り続ける。

周辺観光のご案内  榊祭り

一般9,400円〜のところ
（1泊2食）

詳細はホームページでご確認ください。
山中湖ガーデンヴィラ 　　　　　

http : //www.yamanakako-garden. com
インターネット宿泊予約受付中

　山中湖は真夏も過ごしやすい日々が続きます。
湖畔でのアクティビティーに加え、サマーイベントも
盛り沢山。富士山登山にも最適です。避暑地の休日
をぜひ山中湖ガーデンヴィラでお過ごしください。

学園料金 1泊2食　大人6,750円～
 （10名以上グループプランは6,250円～）

山梨県南都留郡山中湖村平野506
TEL.0555-62-3111

検 索 ▲
外観

山中湖ガーデンヴィラ
〜10／1の

ご宿泊まで

期間限定オープン

森と湖のヒーリングリゾート

■ 聖徳大学附属小学校（共学）� ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子）� ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）� ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学）� ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

【体験学習編】

【学校説明会】

夏の専門学校フェア

入試必勝講座

デイキャンパス

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校� ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校� ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

▶8月11日［木・祝］
10：30〜15：00

▶10月8日［土］14：00〜16：00

▶10月16日［日］
10：30〜14：00

▶8月6日［土］10：00〜 ▶8月19日［金］10：00〜 ▶9月4日［日］10：00〜

▶8月12日［金］
10：30〜15：00

▶8月6日［土］10：00〜14：00

▶11月27日［日］
10：30〜14：00

▶8月28日［日］
10：30〜15：00

▶8月21日［日］10：00〜14：00

▶9月19日［月・祝］
10：30〜15：00

学校説明会

個別相談会

音楽講習会

▶8月27日［土］ 9：30〜 

入試説明会

わくわくオープンスクール

▶9月25日［日］ 中学10：00〜　高校11：00〜

▶9月10日［土］ 9：30〜 ▶9月25日［日］ 9：30〜

▶8月28日［日］ 10：00〜15：30

▶9月4日［日］ 10：00〜11：30（受付 9：30〜）
▶9月18日［日］ 10：00〜11：30（受付 9：30〜）

▶8月21日［日］ 9：00〜12：00（受付 8：30〜）

▶8月2日［火］	 仙台：TKPガーデンシティ仙台（AER内）	 10：00〜15：00　
▶8月4日［木］	 那覇：ホテルロイヤルオリオン	 10：00〜15：00

▶8月4日［木］10：00〜16：00

▶8月19日［金］14：00〜 ▶9月18日［日］10：00〜

出張

出張

聖徳大学
松戸キャンパス

☆学食無料体験あり
　　　（全日程）

予約不要　入退場自由

予約不要　入退場自由

要予約

要予約

要予約

※詳細につきましては、各校・園にお問い合わせください。

学校説明会関係行事のご案内
平成28年度 大学・短期大学部／後援会支部総会・保護者会 開催日程

学園祭  開催案内 各校、各園でも学園祭が開催されます。
特色を生かした楽しい催しものを計画
しています。ぜひお出かけください。

第34回 聖徳祭

第34回 聖徳祭

第31回 聖徳祭

大学・短大部 第52回 聖徳祭
ステージ発表 〔川並香順記念講堂〕

文化祭

9／25（日）

9／18（日）

10／16（日）

11／12（土）11／3（木・祝）

11／3（木・祝）

10／30（日）

10／23（日）

■ 附属女子中高

■ 取手聖徳女子中高

■ 三田幼稚園

■ 多摩中央幼稚園

■ 八王子中央幼稚園

■ 附属小学校

■ 附属幼稚園・附属第二幼稚園・
　 附属成田幼稚園・附属浦安幼稚園

■ 幼児教育専門学校

9：00〜14：00

9：00〜14：00

8：10〜15：00

10：00〜12：3010：00〜14：30

10：00〜14：30

10：00〜14：00

10：00〜14：00
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聖徳にこにこまつり

聖徳にこにこまつり

聖徳にこにこまつり

学園祭 2016 インフォメーション　  　　　　学園祭 2016 インフォメーション　 　　　 　学園祭 2016 インフォメーション

※注：上記内容は予定であり、一部変更する場合がございます。
　　 各支部パーティーの場所等詳細につきましては、準備が整い次第、郵送にてご案内いたします。

大学後援会より保護者の皆様へ
　日頃は後援会活動に対してご協力を頂きありがとうございます。
　さて、平成28年度の後援会支部総会・保護者会が下記の日程で開催されます。支部総会では、会員相互の
親和と協調をはかり、大学・短期大学部の充実と発展を支援するために活発に活動しております。また、保護者
会では大学より多くの先生方が出席し、保護者の皆様と個別面談を予定しております。
　当日は、面談を待つ間、学園関係者・後援会役員等を含め懇談の場を設けます。保護者としての悩み、学校へ
の要望等についてお話しください。また、ご息女の就職について、不安をお持ちの方も多いと存じます。就職
担当者が各支部に出向きご相談に乗ります。この機会を逸することなく、是非とも万障お繰り合わせ出席され
ますようお願いいたします。

大学院・大学・短期大学部  同窓会  平成28年度 「香和会」支部パーティー 開催日程

【お問い合わせ】    香和会事務室　Tel.047-366-5084（直通）

▶9月8日・14日
［木］ 　［水］

▶9月9日・15日
［金］ 　［木］

▶10月9日
［日］

▶10月1日
［土］

▶9月22日
［木・祝］

▶9月13日
［火］

▶9月7日
［水］

▶9月6日
［火］

  ／ 10月5日
［水］

  ／ 10月13日
［木］

  ／ 10月7日
［金］

▶9月13日・16日
［火］ 　［金］

▶9月7日・12日
［水］ 　［月］

▶10月2日
［日］

▶10月1日
［土］

▶10月8日
［土］

▶9月24日
［土］

▶10月13日
［木］

▶10月11日
［火］

▶10月14日
［金］

▶10月12日
［水］

■ 聖徳大学附属幼稚園
●お問い合わせ047-368-6135（代）

■ 聖徳大学附属成田幼稚園
●お問い合わせ0476-26-3371（代）

■ 聖徳大学附属第二幼稚園
●お問い合わせ047-341-6598（代）

■ 聖徳大学附属浦安幼稚園
●お問い合わせ047-721-8181（代）

見
学
会

見
学
会

運動会 運動会 運動会説明会 説明会 説明会

見
学
会

見
学
会

運
動
会

運
動
会

運
動
会

運
動
会

説
明
会

説
明
会

説
明
会

説
明
会

■ 聖徳学園多摩中央幼稚園
●お問い合わせ：042-676-0777（代）

■ 聖徳学園八王子中央幼稚園
●お問い合わせ：042-664-0972（代）

■ 聖徳学園三田幼稚園
●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

共学

平成32年3月までの期間限定！ 特例制度学習の出願受付中！

幼稚園教諭免許を持っていて → 保育士資格を持っていない方
保育士資格を持っていて → 幼稚園教諭免許を持っていない方

3年以上の実務経験のある方は

聖徳大学・短大（通学・通信）、および聖徳大学幼児教育専門
学校卒業生は入学金・登録料10,000円を割引します。

入学願書の学歴欄に本学卒業生である旨をご記入ください。卒業生の皆さまのご出願、お待ちしております！

幼稚園教諭、保育士資格どちらも、8単位分の学習をします。費用は78,000円
（スクーリング費用・教材費等含む）。1科目からの申し込みも可能！特例科目に

該当する既修得単位がある方、忙しいので今年は一部科目だけ申込みたい方なども安心。

登録は10月1日〜翌年9月30日の1年間
最短半年程度での単位修得も可能です！

8単位の学習で取得できます！
7月1日（金）〜10月31日（月）

特例学習：卒業生割引あります

幼稚園教諭
一種免許状

取得希望
基礎資格

受講資格
実務経験

学習する内容

幼稚園教諭
二種免許状

保　育　士

学士（大学卒業）の学位を有し、
かつ、保育士資格を有する方
高等学校を卒業して、かつ、
保育士資格を有する方
幼稚園教諭免許状を
有する方

基礎資格を得てから、
指定の施設で保育士または
幼稚園教諭として
「3年以上かつ4,320時間以上」の
実務経験がある（見込みでも可）方

5科目8単位
（スクーリング1.5日）

5科目8単位
（スクーリング1.5日）

4科目8単位
（スクーリング1.5日）

特例制度学習の詳細・
お問い合わせ・資料請求は、
こちらから。

TEL . 047-365-1200
［月〜金／8：30〜17：30］［土／8：30〜15：00］ ホームページより詳細をご覧いただけます

http://www.seitoku. jp/tk/

必要な単位と費用

受講期間平成28年度 秋学期受付期間

・	 9月4日（日）	 10：30	 東北（北）支部総会・保護者会	 盛岡・ホテルニューカリーナ
・	 9月11日（日）	 10：30	 東北（南）支部総会・保護者会	 郡山・ビューホテルアネックス
・	10月2日（日）	 10：30	 静岡県 支部総会・保護者会	 静岡・ホテルアソシア静岡
・	10月9日（日）	 10：30	 甲信地区 支部総会・保護者会	 長野・ホテル国際21
・	10月16日（日）	10：30	 東京地区・茨城県 支部総会・保護者会（合同）	 聖徳大学松戸キャンパス

・	10月23日（日）	10：30	 九州・沖縄地区 支部総会・保護者会	 那覇・ホダブルツリーbyヒルトン那覇首里城
				    （旧 ホテル日航那覇グランドキャッスル）

・	10月30日（日）	10：30	 新潟地区 支部総会・保護者会	 新潟・万代シルバーホテル
・	11月20日（日）	10：30	 北関東 支部総会・保護者会	 大宮・JA共済埼玉ビル
・	11月27日（日）	 10：30	 千葉県 支部総会・保護者会	 聖徳大学松戸キャンパス

■ 聖徳大学・聖徳大学短期大学部

第52回 聖徳祭
ハッピーホームカミング

11／12（土）・13（日）

11／12（土）

10：00〜15：30

14：00〜15：30（予定）
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写真提供：佐久市観光協会

※通学課程と合同開催（日程は上記を参照ください）

支 部 名 日 程 時　間 場 所

北海道・東北支部 8月27日（土）
受付／11：30～
開会／12：00－14：00

北海道 札幌市 
札幌グランドホテル 東館 17階「層雲」

北陸・上信越支部
〈設立20周年記念〉 9月18日（日）

受付／11：30～
開会／12：00－15：00 新潟県 新潟市　割烹「秋やま」

甲州・中部・東海支部 10月1日（土）
受付／11：30～
開会／12：00－14：00 山梨県 甲府市　ホテル談露館

九 州・沖 縄 支 部 10月22日（土）
受付／17：30～
開会／18：00－20：00

沖縄県 那覇市 
沖縄かりゆしアーバン・リゾート・ナハ

北 関 東 支 部 11月20日（日）
受付／13：30～
開会／14：00－16：00

埼玉県 さいたま市大宮　
y,s dining（ワイズ ダイニング）

南 関 東 支 部 11月27日（日）
受付／12：30～
開会／13：00－15：00

聖徳大学 
10号館14F 「スカイラウンジ・ローカス」

近畿・中国・四国支部 12月10日（土）
受付／11：30～
開会／12：00－14：00

大阪府 大阪市　
ホテル阪急インターナショナル2階　中華料理「春蘭門」

長野県佐久市春日2258-1
信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

ご予約・お問い合わせ  電話：0267-52-2111
http ://www.kasuganomori.com/


